
10 2021（令和３）年 10月号

栄えある受賞 おめでとうございます

髙　田　　滿 さん（90歳）産業部門

ハンドボール

たか　　　　だ　　　　　　 みつる

吾孫子　雄　子 さん（78歳）
　あ 　 び 　 こ 　 　　 ゆう　　　　こ

山　辺　文　彰さん（76歳）
やま　　　　 べ　　　　ふみ　　　　あき

しょうへい

ホ　ッ　カ　イ　ド　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　ブ

※新型コロナウイルス感染症の拡大等により、運行日程が変更または中止となる場合があります。

小　西　功　圃　　　さん（83歳）社会部門
こ　　　　にし　　　　いさ　　　　ほ

小　林　民　子　　　さん（75歳）
こ　　　　ばやし　　　たみ　　　　こ

授賞式の日程

●釧路市民貢献賞　９月29日㈬ 午前10時　　　　　　

　問合先　市役所市民生活課（M31-4590）　　　　　　　

●釧路市文化賞　11月３日㈬ 午前11時

　問合先　市教委生涯学習課（M31-4579）

●釧路市スポーツ賞　10月27日㈬ 午後４時　

　問合先　市教委スポーツ課（M31-2600）

釧路市スポーツ賞

釧路市文化賞

釧路市民貢献賞

　53（昭和28）年に阿寒町阿寒湖温泉に転入し、68（昭
和43）年に株式会社ホテル市川の代表取締役社長に就任
以降、阿寒観光協会会長をはじめ、釧路地域の観光関係
団体の役員を歴任され、会長退任後もＮＰＯ法人阿寒観
光協会まちづくり推進機構の顧問として現在まで活躍さ
れている。その間、他地域にはない阿寒湖温泉独自の魅

力を武器として、大手旅行会社のツアー等の誘致や、観光客が訪れたくなるよう
な斬新なイベントの企画など、地域の観光業界を牽引するリーダーシップを発揮さ
れ、阿寒湖温泉地域は全国のみならず海外からも多くの観光客が来訪する観光地
として発展するに至っている。以上のとおり、阿寒湖温泉地域の観光業界におい
て黎明期から一貫して中心人物として活躍され、後進の育成にも尽力された功績
は極めて大きい。

　緑あふれる住みよい地域を目指し、武佐４丁目みど
り町内会を発足し、公園や街路の植樹活動などを実践
された。また、釧路地域安全活動推進委員チーフリー
ダーとして防犯・防火意識の啓発活動などに尽力され
た。この他、趣味の書道等を生かした小学校での特別
授業では講師を務めるなど文化的な側面からまちづく
りを推進された。10（平成22）年には、常に地域住民

の幸せを想い、善行を体現する活動が認められ、一般社団法人日本善行会より
善行銅賞を受章された。釧根支部設立後は、初代支部長として地域の善行活動
推進に貢献されている。人を思いやる受援力や実直な活動の姿勢は、多くの賛
同者を集め親交の輪を広げ、市民生活の向上に寄与した功績は極めて顕著なも
のである。

　高校在学中に文芸部に所属し、詩を始められた。社会
人になってからも文芸グループを作り、同人誌「北海道
文学」などに所属し、多くの作品を発表され、共同刊行
を含め６冊の著書を出版されている。釧路文学賞や北海
道詩人協会賞を受賞した他、17（平成29）年には、詩集

「少女の家」を出版し、北海道新聞文学賞を受賞されるなど、数多くの賞を受
賞されている。北海道新聞日曜文芸欄の詩の選者を22年間務め、現在も文芸誌
等の選者を務められ、詩の指導や普及活動を積極的に行い、北海道を代表する
詩人として活躍されている。釧路の地域文化の向上に尽力された夫の小林東さ
んの活動を支え、夫婦で文化振興にも大きく貢献し多くの文化人に影響を与え、
釧路の文学の普及・発展に長年尽力されている。

　63（昭和38）年に来釧しデッサンの基礎を学ばれ、30
代で絵画教室を開き、40代で武蔵野美術大学通信教育課
程に入学し技術を磨かれた。74（昭和49）年に釧美展市
長賞を受賞し、釧路美術協会の会員に推挙され、78（昭
和53）年、道展に初入選した。その後も佳作賞を３回受

賞し、06（平成18）年には道展会友に推挙され、11（平成23）年に道展会友賞
を受賞された。翌年には道展会員に推挙されるなど、公募展での入選、受賞を
重ね、19（令和元）年には新制作協会展協友に認定されている。毎年道内外で
個展を開催する傍ら、後進の育成にも尽力されている。現在も精力的に制作、
出品され、釧路美術協会創設100周年記念釧美展ポスターに油彩「風に向かう」
が採用されるなど、釧路の美術レベルの維持向上に多大な貢献をされている。

　88（昭和63）年から31年間、釧路ハンドボール協会理
事長として、本市のハンドボール競技の普及振興に尽力
された。特に89（平成元）年から14年間、日本大学ハン
ドボール部のコーチ・選手を招いて市内の高校生のため
の講習会を企画運営されるなど、全国の優秀な選手・指
導者を招聘し、学生の指導育成に力を注がれた。審判員

としても数多くの全国大会で活躍され、昭和62年度全国高等学校総合体育大会で
は、皇太子ご夫妻（現上皇ご夫妻）が観覧する試合で審判員を任されるなど、高
い審判技術を評価されるとともに、日本の国際審判員を招いて講習会を開催する
など、審判員の技術向上についても尽力された。また、北海道ハンドボール協会、
北海道学生ハンドボール連盟においても要職を歴任され、本市はもとより北海道
におけるハンドボールの発展に大きな功績を残されている。さらには、釧路市ス
ポーツ協会の副会長、釧路市スポーツ少年団の本部長として、スポーツの普及振
興やスポーツを通じた青少年の育成にも多大なる貢献をされている。

芸術部門
（美術）

芸術部門
（文学）

　ＪＲ北海道では、地域の皆さんをはじめとした「北海道をふるさとにするひと」との巡り合いをテーマに、「はまなす」編成を活用して北海道を「ひとめぐり」
する周遊列車「HOKKAIDO LOVE！ひとめぐり号」を運転します。
　釧路駅発着日時は下記のとおりとなっていますので、乗客の方たちが温かい気持ちになるようなお出迎え、お見送りをお願いします。
※10月22日㈮の到着時には、乗客の方たちへの「おもてなし」として、釧路駅構内にて旗振りなどを行います。
※お出迎え、お見送りをされる場合は、マスク着用などの新型コロナウイルス感染症の感染対策にご協力をお願いします。

（筆名：藤田民子）
ふじ　た　たみ　こ

～「はまなす」編成で北海道を「ひとめぐり」～

問合先　市役所都市経営課企画担当（M31-4502）

【釧路駅発着日時】10月10日㈰、16日㈯ 11：40着／11：47発　　10月22日㈮15：41着、10月23日㈯ 10：01発

「ＨＯＫＫＡＩＤＯ  ＬＯＶＥ！ひとめぐり号」が、
釧路へやって来ます！


